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山形盆地の森林画生活環境に対する

　　　　　　　　住民意識

佐々木　　　博

I　はじめ

　森林環境と生活環境に対する住民の感じ方を，

アンケート調査によって捕まえようとした。大都

市内の緑地不足のところで，緑地に対する意識調

査は一日本ではしばしば行なわれてきた1〕。最近で

は四手井2）（ユ981）らによって旭川市・鶴岡市・

櫛引町・伊那市・宮崎市。東京都，西ドイツFreト

burgi．Br、・Neue沁urg・Hannover・G6ttinge巫，フラ

ンスNa岬について森林環境に対する住民意識の

国際比較が発表されている。生活環境については，

筑波研究学園都市について，佐々木3）（1977・19

78・1979・1982）・上笹4）（1980）らの一連の研

究がある。アンケートによる意識調査は，統計書

などでは捕えられない感覚的なものを，ある程度

数量化して捕えることによって，地域の性格の一

端を知る方法としては有効である。

II　山形盆地の森林環境

　I卜1　森林の自然

　山形盆地は南北に細長く，面積約凄OOkm！，地溝

盆地とも断層角盆地ともいわれている。東縁は山

形断層崖によって蔵王火山（最高峰1，841㎜）と，

西縁も中山・山辺町を南北に走る断層線によっ

て白鷹火山〔通称西部丘陵（最高峰994m）〕と境

されている。山形盆地の最低点は楯岡南西，白水

川が最上川に合流する地点の80mから，最高点は

1，841の蔵王岳まで，比高約1，760狐にもわた

っている。盆地底でも複合扇状地であるため，最

高地点である県庁付近の220mまで約ユ40mの比高

がある。

　年降水量は1，250㎜，年平均気温11．1℃と山形盆

地は山形県内では最も降水量が少なく，最深積雪

深もユOO㎝以下の盆地気候を示している。とくに8

月の平均気温は26．O℃と高温となり，ブドウ・リ

ンゴ・ナシなどの果樹栽培に利している。2月の

平均気温は一1．O℃で県内では最も高く，住み易い

ところである。日照時間は年間王，792時間と，表日

本側の仙台（ユ，977時間）と比べてユ85時間も少な

いが，5月～8月の夏季4ヵ月間は仙台よりも日

照時間が長く，果樹。水稲の栽培に有利な気候条

件を呈している。しかし，最長日照月5月（217時

間）と最短日照月ユ2月（87時間）の差が大きいの

が特徴である。

　II－2　森林の所有形態

　アンケート用紙を配布した山形市・中山町の森

林の所有形態を村山地域森林計画書（自昭和50年

4月1日～至昭和60年3月31日）によって検討す

る。山形市土地総面積38，158haのうち，森林卒は

5518％，中山町のそれは，3，ユ73haのうち33．O％で

ある。山形市の森林2！，283haのうち，国有林率は

40．2％，民有林率は59．8％，申山町の森林1，046

％のすべてが民有林で，国有林は存在しない。山

形市に国有林が多いのは東北地方の背梁山脈をな

す奥羽山脈が，国有地になっているからである。

　民有林の内訳をみると，個人所有の私有林の占

める割合が山形市で70．4％，中山町で93．6％と大

きい。公有林のうち県有林は，山形市の場合には

東部蔵王連峰の一部にある1910年設定の東沢模範
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林（394ha）や県行造林地（34h＆）など地上権設定

の分収林などがある。

　II－3　森林レクリヱーシ嚢ン地域

　a）自然公園

　山形盆地に関係する自然公園には次の4つがあ

る。

〔磐梯朝日国立公園〕山形県分72，334ha，ユ950年

指定，月山・羽黒山・湯殿山。朝日岳。大鳥池の

観光地点，利用形態としては信仰・登山・春夏ス

キー。

〔蔵王国定公園〕山形県分19，332ha，ユ963年指定，

熊野岳・地蔵山・馬ノ背・観’松平。いろは沼・ド

ッコ沼・奥山寺の観光地点，利用形態としては登

山。スキー。湯治・キャンプ。

〔御所山県立公園〕工3，515hα，1951年指定，銀山

温泉・大平牧場・御所山・層雲峡の観光地点，利

用形態としては登山・湯治。

〔天童高原県立公園〕ユ，883h乱，1967年指定，野田平

　ジャガラモガラ。高滝不動・岩松観音の観光地

点，利用形態としては信仰・キャンプ・ハイキン

グ・スキー。

　b）自然休養林

〔千歳・経塚自然休養林〕442h・，ユ960年指定，県

庁南側千歳山・上山市経塚山の老松が観光地点，

利用形態としてはハイキング・信仰。なお自然休

養林とは林野庁が森林のレクリェーション利用を

図るために，国有林の申から選定した4種類のも

のの一つであヒ），全国に92ヵ所ある。自然休養林

以外のものとしては，自然観察教育林・野外スポ

ーツ林・風景林がある。

　山形盆地に関係するものとしては，御所山地区

に，自然観察教育林の南沢アオサギ，野外スポー

ツ林の大高根野嘗場・柳沢野営場，風景林の御所

山・翁山，朝日・月山地区に，野外スポーツ林の

月山スキー場・志津スキー場・志津野営場，風景
　　Lんつう皇ようおおずもり

林の神通峡大頭森・朝日二大鳥湖，蔵王地区に自

然観察教育林の仙人沢野鳥の森，野外スポーツ

林の面白山スキー場・蔵王スキー場・蔵王坊平ス

キー場・蔵王坊平野営場・奥山寺野営場・苔沼・

曲沼サイクリングロード，風景林の奥山寺・蔵王

がある。

　C）生活環境保全林

　山形県内に8ヵ所あるうち，山形盆地にあるも

のは次の二つである。

〔東沢〕1974～76年施行，村山市大字楯岡字楯山

6345－1，面積58．76ha，事業費1．ユ億円，村山市

有林で東沢いこいの森〔東沢バラ公園〕となって

いる。

〔大沼〕1977～79年施行，山辺町大字細谷字大沼，

面積53ha，事業費ユ．9億円，県有林・山形市有林・

山辺町有林が共存し，県民の森の一部をなしてい

る。

　a）県民の森
　「県政ユOO年を記念して，美しい郷土の自然を守

り，すぐれた森林をつくるとともに，県氏が美し

い自然の中で，明日への希望とやすらぎを求め，

緑を通じて心のふれあいをひろめる場として造成

されたものである。」

　山形市・東村山郡山辺町・西置賜郡白鷹町・南

陽市にまたがり，面積895h＆，標高は450～1，OOOm

にわたっている。ユ981年に開設され，山形県が管

理している。白鷹山（994m）火山群の，西黒森山

（847m），・東黒森山（766狐），東南部に大沼・荒

沼など10数個の池沼が散在して風光明眉，スギ・

コナラ・ブナ・ミズナラなどの森林に恵まれてい

る。東黒森山山腹にアカマツ自然群落，琵琶沼の

ホロムイソウなど本州でも珍らしい北方植物が自

生している。

　自然の美しさと並んで，森林学習展示館。フィ

ールドアスレチック・申央広場。家族広場・学習

林、・300台収容の駐車場などの施設の素晴らしさが

あげられる。とくに森林学習展示館は県林政課が

力を入れて作ったもので，自然保護・林業・博物

学博物館としての教育効果は大きく，山形市の近

隣行楽地（Naherho1ungsgebiet）としては最適の施

設といえる。ただ山形市側からの接近道路が狭く

て腕曲し，渋滞するので改善が望まれる。林政課

調べで県民の森利用状況は，展示館（ユ981年7月

供用開始）・広場等。フィールドアスレチック・
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野営場の利用者含計で，1981年2．7万，82年4．8万，

83年4，5万，84年6．1万，85年14万人であった。来

訪圏は山形市・村山地区90％，置賜地区5．5％，庄

内・最上地区4％，県外O．5％と，文字通り県民の

森として利用されている。

　利用者の季節配分をユ985年についてみると，ゴ

ールテ“ンウィークのある5月が4．5万人で年間の

32，4％，次に夏休み8月16．6％，紅葉の10月14．O

％，9月10．5％と続き，森林学習展示館の開館し

ている5月1日～11月30日以外は閉館してしまい，

統計もない。

　e）野鳥の森

　県生活環境部自然保護課が1974年に，蔵王山西

斜面の海抜1000mの蔵王坊平の仙人沢を中心とす

るユ24haを，「野烏の森」に指定し，給餌台・巣箱を

設置，実のなる木の植樹も行なって野鳥の保護繁

殖をはかっている。ここは蔵王国定公園内にあり，

国設蔵王山鳥獣保護区にもなっている。観察小屋

　東屋・観察路を設けて。訪ずれる人々に野鳥と

接する機会を提供し，野獣保護思想の高揚と普及

啓もうに役立てようとしている。ここで見られる

主要な鳥獣はコガラ・ヒガラ・アオゲラ・カモシ

カなどである。

m　森林1生活環境に対する住民意識

　山形盆地内で2つの申学校にお願いして，アン

ケート用紙をユ986年1月下旬に1・2年生に配布

した。生徒の世帯主に記入してもらい，数日後に

回収してもらった。山形市街地居住者が多いと思

われる山形大学教育学部付属申学校（山形市松波

2丁目7－3）と，山形駅北北西12kmの農村部にあ

る東村山郡中山町立申山中学校（中山町長崎4880）

を調査校としてお願いした。

　学校要覧によると，付属申学校は1学年4学級，

計12学級，生徒総数52ユ人のうち，時節がら受験

をひかえている3年生は除外して，1．2年生8

学級349名に，中山中学校は14学級，生徒総数383名

のうち，1・2年生9学級，210名に調査票を配布

していただいた。学校要覧による生徒数と実数は

移動により若干くい違いがあり、中山中学校では

アンケート用紙の未提出者1名という，ほとんど

ユOO％近い回収卒であった。付属中学校では，未提

出数を確認しなかったが，学校要覧数が正しいと

すれば33％。二95，7％の高い回収卒であった。

　アンケート調査項目の作成に当｝），実施中学校

から余i）多くならないように，との意向が表明さ

れていたので，前記四手井の研究や，筆者の筑波

研究学園都市との比較ができるように，山形盆地

でも適用できる項目を選別して，20問をアンケー

ト用紙にまとめた。

　20問のうち11間は森林環境に関するもの，9問

は教育・生活環境に関するものである。それらの

集計結果を他の研究と比較検討しながら分析する。

　In－1　森林環境に対する住民意識

　＆）緑の総量

「あなたの住んでいるあたりの樹木や草花の緑の

量にどのようにお考えですか」

　山形盆地は全体としては8割の人が満足してい

る。農村部の中山中の方に非常に満足している人

が2割を越えてい一る。参考値として1977年ユユ月実

施の土浦市内ユ3小学校の小学生の母親に対する「緑

地意識についてのアンケート6〕」から2校を選ん

で比べてみた（表1）。亀城公園（土浦城跡）南に

隣接する都心の土浦小では約5割が不満をもって

いるのに対して，常磐高速自動車道土浦北インタ

ーチェンジ東にある都和小は，都心から4km離れ

ていて相対的に緑が多いため，約8割弱の人が満

足している。都心部や市街地居住者の緑の満足度

は低く，郊外の農村部のそれは一般に高いようで

ある。

　b）美しいと感じる景色

　「山形盆地で美しいと感じる景色はどこですか。

具体名を3ヵ所書いて下さい。」の間に対して，上

位5位を列記すると，付属中では1，蔵王山（169

名），2．山寺（ユユ4），3。月山（ユ02），4．千歳山

（90），5．馬見ヶ崎川（69），中山中では1．蔵王

山（ユ18），2．月山（122），3，最上川（100），4．山

寺（50），5．西蔵山（ユ2）であった。両中学校を

含言十したベストテンは，①蔵王山（287），②月山
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（214），③山寺（ユ64），④最上川（ユ49），⑤干歳山（95）

⑥馬見ヶ崎川（71），⑦西蔵王（57），⑧県民の森

（41），⑨霞城公園（35），⑩夜景（ユ8）であった。千歳

山は県庁南側にある標高471mの孤立した小山で，

付属中学と道路を隔てて対面している関係からか，

付中の90票に対して，中山中はわずか5票しか入

れて■いない。蔵王山・月山・山寺などは両中とも

に最高点を与えているが，馬見ヶ崎川・千歳山は

そこに近い付申では人気が高いが，中山申ではほ

とんど挙げていない。逆に最上川は中山中での人

気が付中よりも2倍も高いのは，最上川が中山町

北部を西から東へ流れている親和性によるためと

思われる。県民の森は中山中（9）よりは付中で

（32）3倍も人気が高く，山形市の近郊レクリェ

ーション地として，それな’）に人気が高いことを

物語っている。

　C）行ってみたい行楽地

　「あなたは行楽に行く場含に，次のどこに一番

行きたいと思いますか。一つだけ選んで下さい。」

付中は「見晴らしのよい山ガ「温泉」J静かな

湖」・r古い寺院」申山申は「温泉ガ「見晴らし

のよい山」・「高原の牧場ガ「静かな湖」の順で㌧

両者の大きな相違は付中の「古い寺院」が中山中

の2倍強であり，他方中山申は温泉が付中よ十）も

7．7％多いことである。

　四手井らの調査（旭」1い鶴岡・東京・宮崎・

Freiburg・HannoveピNancy）と比較対照してみ

た。ただ四手井らの項目は臼本人に最も好まれる

ものの一つである温泉が入っていないので，他の

項目の比率が相対的に高く出ている（表2）。温泉

をアンケートの選択肢に入れなかったのは，日本

を対象にした調査としては不可解である。また

表1　緑の総量

総　数 非常に満足
まあまあ満　　足 どちらとも言えない

やや不満 非常に不満 不　　明

付属印 320 ユ7．2％ 62．8 10，0 ユO．0 0 O

中山中 209 21．5 56．5 ！2．O 8．1 ！．9 O

土浦小 68 4．4 26，5 ヱ9．1 35．3 u．8 2．9

都和小 34 5，9 70．6 8．8 11．8 2．9 O
〔土浦小・都和小は「土浦市・緑のマスタープラン策定調査報告書（1980）による〕

表2　行ってみたい行楽地

~/¥(ts ~C , ,u, ?~;~V~~:*~f~=,~1~~+ 

It v~ Rt~_ ~P･~1; ~~ v~ ~,)J･ ~.Ji. ~~i~.~) 4~ i~" ;&R~ ~) ~ V*LLI }t b L v+~fr~ uJ ~~> f~~ i*~ 

~~ Tff ~i~)~il 

4t~~~ 304 5.6~ 14.5 6.9 11.8 24 . 7 0.3 15.l 2.0 17.8 1.3 

~LLl~ 200 4.5 7.0 6.5 15.5 25 , o o
 

13 . O 3,0 z5 . 5 o
 

)~l i l 421 5.2 20 . 2 4.8 13.1 z4 . o 0.5 27 . 4 1.9 2.9 

~~ ~nj 404 3.0 24 . 3 2,2 l 8 . 8 25 . 3 0.2 20 . o z.7 3.5 

~~ .~~. 499 2.8 17 . 8 9.6 l 9 . 2 22 . 6 0.6 21 . 8 1.4 4.2 

~~ j* I11 E~ ~ 440 7.7 19 . 5 2.5 z3 . 6 z6 . 3 0.2 16.4 l.8 z.o 

Freiburg 186 55 . o 1.1 3.2 8.6 16 . 6 4.3 8.6 0.5 2.1 

Hannover 230 62 . 3 1.5 2.7 9.7 10 . 4 5.8 5,0 1.5 l.1 

Nancy 317 56 . 6 0.4 6,l 7.4 10 . 9 5.6 9.6 0.8 z.6 

〔下方7都市は四手拝（工981）による〕
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「深い森」というのも，中央ヨーロッパ的選択

肢であって，日本では意表をつく質間であって，

ドイツ，フランスでは55％以上であるのに，日本

では1割に満たない数値でしかない。逆に「見晴

らしのよい山」は日本では23～26％と，約％を占

め，森とは山の山麓から山頂への斜面のことで，

r見晴らしのよい山」への途申が山林〔森〕であ

って，行楽の目的地とはなりにくいことを物語っ

ている。日本にはドイツ・フランスのような散策

する平地の「森」という概念がない。平林寺・三

富新田の雑木林などが，わずかに西欧の森に近い

ものである。「静かな湖」と「古い寺院」が日本で支

持卒が高いのは，演歌にも「静かな湖畔の宿」など

の情景がよく歌われていることからも，日本人の

憧れのイメージとなっているようである。日本三

景で代表される「白砂青松」の砂浜海岸は7％弱

と人気は今一つ出ず，東京とNancyで「広い砂浜」

がやや高い支持卒があるのは，海水浴地としての

太平洋岸と地中海沿岸への憧れと解釈できる。年

齢・性別では，日本では「高原の牧場」が女性と若

年層に，「見晴らしのよい山」はむしろ男性と高年

層に，「古い寺院」は老齢層に好まれるという。

　a）古大木に対する気持ち

　「あなたは，大きな古い木を見たときに，何か

神神しい気持ちをいだきますか」。付属中の方が6

％ほど古大木に対する畏敬の念が強い。他都市お

よび外国と比べても，大差はなく，東京とNancy

のみ古大木への畏敬の念が低い。この差が何に由

来するかは，不明である。

　e）好まれる樹種

　「あなたにとって，最も親しみのある木の名前

を，五つあげて下さい。」付申・中山申両方合計

した数で，第1位は松，次いで桜・杉・いちょう

・かえで，が上位5位の好まれる樹種である。6

位以下はぐっと数は減ってけやき。梅。ぷな・な

なかまどと続いていて，「松竹梅」は日本人が好む

樹種である5〕，とするのは必ずしも当たらない。

他都市との比較では，全国的に好まれる樹種は，

松・杉・桜・カエデ〔モミジ〕である。若干地域

性の反映としては，クスノキが宮崎市で5位以内

に入っており，エゾマツが旭川市で10位以内に入

っているのが他都市と異なるところである。針葉

樹を主とする森林樹木は男性に親まれ，カエデ・

サクラなどの観賞用樹種とカンバ（シラカンバ）

はどちらかというと女性に親しまれている。

　西ドイツでは都市は違っても好まれる樹種の順

位は同じで，1．Ta㎜e（モミ），2．Buche（ブナ），3．

Birke（カバ），4．Eiche（カシワ），の順である。これ

は日本ほど樹種が多くないことが影響していると

思われる。カバは南ドイツやNancyでは珍らしい

がゆえに，また白い樹皮としだれ枝のゆえに人気

があり，とくに女性とヤングに人気がある。ブナ

　カシワ・モミなどの森林樹木が男性に好まれる

ところは，日本と似ている。

　f）人手の加わった自然と加わらない自然

　「あなたは，“農地や牧場や山林が入り混じって

表3　古大木に対する畏敬の念 表4　好まれる樹種

Freiburg

HannOVer

Nancy

82．8％

76．4

〔下方7都市は四手丼（1981）による〕

松

桜

杉

いちよう

もみじ（かえで）

けやき

梅

ぷな

ななかまど
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いる，人手の加わった自然”と，“まったく人手の

加わらない山林や荒地の，ありのままの自然”と，

どちらが好ましいと思いますか。」両申学ともに

6割強の人が「あつのままの自然」が好ましいと

している。これに対して，両中学に割合に位置的

に近い鶴岡市は違った意識を示し，むしろ「人手

の加わった自然」を好む人の方が6：4で多く，

旭川も鶴岡市に近い。東京。宮崎は両中学と同様

に「ありのままの自然の方が好き」の方が過半数

を占めている。山形盆地の2中学が抜き出て「あ

りのままの自然」を好む理由は，5年という調査

時点差からくる世論の変化か，山形盆地特有の蔵

王山などへの観光開発の進み過ぎに対する反動か

よく分からない。

　「人手の加わった自然」に親しみ，その中で生

れ育っている西ドイツでは，都市間差がないほど

75％以上，％以上の人が支持している。これに対

して，Nancyは7！％の人が「ありのままの自然」を

好むのは，ラテン民族の特質か。年齢との関係で

は，若年層ほど「ありのままの自然」を好み，年

が増すとともに「人手の加わった自然」を好むよ

うになる。

　g）森林美化に対する態度

　「“森林を美しく維持するためには，人手を加え

なければならない”という意見と，“森林を美しく

維持するためには，人手を加えるべきではない”

という意見のどちらに賛成しますかd付属中・申

山中ともに6：4で「人手を加えるべきである」

に賛成している。しかも両中学校の意識率の近似

した値に驚かされる。ヨーロッパ諸都市の意識は

よ｝）「人手を加えるべきである」が強く，8～9

割の支持率である。日本の中では東京のみが「人

手を加えるべきではない」が「加えるべきである」

よりも多く，森林との接触の度合の弱い都会人の

観念と思える．都会人や素人は「自然は保護すべ

きである」、しかし「人手を加えるべきではない」

の意識で，人手を加えなくとも自然は美しいもの

であると考えているふしがある。

　h）県民の森について

　「山形盆地西方の丘陵に県民の森があります。

今まで　　回行ったことがある，知っているが行

ったことがない，知らなかった」県民の森を知ら

ない人は付属中で4人（ユ、2％），中山申で4人（2．O

％）と例外的存在である。知っているが行ったこ

とがない人は，付属中で16．5％，中山中で3110％

で，山形市民の方が県民の森へはより積極的に出

かけているようである。付属中では82．3％の人が，

中山中では67，O％の人が県民の森を訪れている。

行った回数では付中では5回が18．9％もおり，申

山中でも5回がユO．3％もいるのには驚かされる。

1回以上も行っている人が付属中では6％もいる

のは，山形市の日帰り型近隣行楽地となっている

ことを物語っている。

　「県民の森に行った人におたずねします。」両

表5　人手の加わった自然と加わらない薗然

総　　数
人手の加わった自然が好き ありのままの自然が好き

不　　明

付属　中 334 35．O％ 65．O

中　山　申 205 37．6 62．4

旭　　　川 53．2 43，7 3．1

鶴　　　岡 57．5 40．3 2．2

東　　京 41．！ 50．9 8，0

宮　　崎 47．O 51，6 1．4

Freiburg 82．3 ユ5．6 2．1

HamOVer 77．5 21．7 O．8

Nancy 27．9 71．毎 O．7
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表6　森林を美しく維持するための態度

人手を加える
べきである

　6ユ．8％

　61．7

人手を加える
べきではない

　38，2

　38．3

表7　県民の森

付属申

中山中

総数

334

203

今まで行った回数
1回

ユ5．6

22、ユ

2回

ユ7．5

30．！

3匝1

17．5

22．1

4回

5．ユ

2．9

5回

18．9

10．3

6～／0

ユ6，O

10．2

11回
以上

5．8

2．2

知ってい
るが行っ

たことが
ない

ユ6．5

3ユ．O

㍗か

1．2

2．O

行ってみた感想

1晴しい

！8，9

ユ3．O

まあよい

ところだ

68．4

71．7

男Ijにζう

といつと
ころでなし

5．5

8．7

思ったよ
りつまら
ない

6．2

6．5

猟二

ユ1ユ

中とも7割は「まあよいところだ」，「非常に素晴

らしかった」を加えると85～87％の人が県民の森

を肯定的に評価している。非常に素晴らしかった

と答えた人に，具体的にどんなところが素晴らし

かったかを問うた。その回答には，「よく整備され

ている」・「健康的ガ「子供を安心して遊ばせる

ことができる」・「施設が整っているゴ「自然を

うまく利用し，自然に親めるようになっている」

などがあった。

　山形県林政課が山形市西方ユO～ユ5kmの白鷹火山

の大享召など湖沼群を利用して，熱意を込めて造成

した県民の森は，中央広場に森林学習展示館を設

置し，広場・アスレチックス・サイクリング・ド

ライブ。散策・テニスなどのできる森林公園であ

る。秋田県田沢湖南岸の“秋田県民の森”は全国

の樹木を集め，さながら日本樹木図鑑公園といっ

た感じの教育的公園であるが，それに勝るとも劣

らないものである。

　i）蔵王山へ行く目的

　「全国的に第一級の観光地の蔵王山についてお

ずねします。（回答はいくつでも結構です）。スキー

　温泉。ドライブ・山莱採り・ハイキング＝登山

　合宿二講習・行ったことがない」付属申で蔵王

へ行く目的で主なものは「ドライブ（92％）」J温

泉（87％）」・「スキー（84％）ゴ「ハイキング・登

山（75％）」，申山中で主なものは「温泉（75％）」

　「ドライブ（7！％）」である。両中学の最大公約数

をとると「温泉」と「ドライブ」ということにな

る。中山申が付属中に比べて蔵王に対する目的志

向率が低いのは，付属中の方が蔵王に近いといっ

表8　蔵王山へ行く目的
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位置関係から来ていると思われる。さらに、スキ

ー（両中学校の目的志向率の差36％）・ハイキング

＝登山（25％）一合宿二講習24％）などでの差が両中

学校で大きいのは，蔵王山に対する位置関係の外

に，両中学父兄の生活行動パターンの差が表われ

ていると見ることも可能である。

　1Iト2　社会環境に対する住民意識

　a）余暇の過し方

　「あなたは余暇をどのように過しますか。（2つ

以上でも結構です）」r家族だんらん」・r休息・くつ

ろぎ」J趣味・娯楽」などが両中とも主な余暇の

過し方である。両者の差としては付属中で「読書」

・「スポーツ・散歩」が中山申の約2倍であるのに，

逆に中山中は「ショッピング」が付属申の約2倍

になっている。中山町の35．9％の人が月1～2回

山形市ヘシゴッピングに出かけている（昭和59年

度　中山町広域商業診断報告書　山形県）。筑波研

究学園都市内桜村の竹園東。桜の二つの中学校で

の1977年の調査と比べてみると，山形盆地はギテ

レビ・ラジオ。の視聴」・「旅行」∫読書ゴ「スポー

ツ徹歩」などが極端に少ない。調査年次が7年違

う時代の変化もあろうが，むしろ地域差ととらえ

たい。解答に2つ以上でも結構です。と書いてお

いたが，付属中は平均2，6選んだのに対して，中山

中は2．2選んでおり，付属申の方が余暇の過し方が

より多様であるといえる。予め記した選択肢の外

に，登山（5）・庭いじり（2）・家事（2）など

があった。

　b）生活程度意識

　「お宅の生活程度は世問一般からみて，次のい

ずれにあてはまると思いますかd最大値は両校と

も「中の申」であるが，付属中の方が生活程度が

高いとの意識が強い。

　1977年山辺。町の山辺・中・作谷沢の三っの中学

校と豊田小学校の合言十328名に対して行なった同じ

アンケートでは，最僻地の作谷沢中（46％）・中

中（52％）を除いて6割の人が「中の中一意識で

あった。作谷沢中と中中の「下」意識はそれぞれ

ユ5．9％と12．9％と僻地寒村であることの意識が生

活程度の意識にも現われている。

　C）住みたいところ

　「あなたは事情がゆるせば，次のどこに住みた

表ユO　生活程度意識

表9　余暇の一過し方

！3．5％

6．O

ユ6，1

10．3

2．9

ユ5．0

0．5

ユ4．9

5．6

ユ3．5

！．7
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表1ユ住みたいところ

付　属　中

中　山　1中

寒河江

O．5％

1．雀

山　形

15．1

17．5

仙　台

23．2

18，4

東　京

9．2

5．2

大　阪

ユ．9

2．8

四　国

1．1

ユ．4

九　州

ユ．4

2．4

北海遣

5．9

5．2

湘南伊豆

22．4

9，O

外　国

7．3

2，8

思わない

7．6

30．7

表ヱ2　生活環境整備

いと思いますか。」イギリスでメンタルマップを作

成したら，北の方の人ほど日本の湘南地方に相当

するブライトンなどイギリス海峡に面する温暖な

地方に住みたいという志向が指摘されている。両

校とも仙台への志向は強く，それに次いで山形で

ある。付申の湘南・伊豆への指向が22％もあるの

は，イギリス北部住民のメンタルマップと同類の

ものと考えられる。両校の大きな差は，付中の湘

南・伊豆への志向の強さと，中山中の「思わない」

（現住地でよい）の3ユ％という高さである。ユ977

年山辺町の調査でも42％が「思わない」，無記入の

17％を合わせて58％が現在地以外に住むことには

消極的で，「住めば都」の意識がはっきりあらわれ

ている。ただ僻地の中中は「思わない」はわずか

29％で「山形」へ住みたい（32％）人の方が多い。

条件の悪いところの人ほど，移住希望が強く意識

されている。付属申の9％が東京志向であること

と，「思わない」と「外国」が7％ずつで拮抗して

いることも特色といえる。

　その他を具体的に記入してもらった中で，両校

合わせて，京都8，静岡4，が上位のものであっ

た。

　a）生活環境施設

　「あなたの生活環境の整備について，今日最も

必要としているとお感じのものを一つだけ次のう

ちからお選びくださいd両校の相違が目立ち，付

属中は38％が「幹線遣路・新幹線・高速道路の整

備」を望み，中山中は「商店街の近代化」∫病院・

医院」とよ十）身近かな生活環境施設の充実を望ん

でいる。山形市内に住んだり，広域的あるいは東

京などとの超広域的行動をする付属中父兄の生活

行動からくる意識の差と読みとれる。その他とし

ては両校含せて大学が6，下水道が3が上位のも

のであった。

　e）子供および父母に対する態度

　子供を育てることに対して，あなたはどう思い

ますか」両校とも「親としてあた十）まえの義務で

ある」が7！％を占め，　「むずかしいがやりがいが

ある」が22％・24％と非常に似た反応を示してい

る。これは10年前の筑波研究学園都市の結果とも

似ており，日本人の意識が時間により空間により

それほど差がないことを物語っている。

　「子供が老父母の面倒をみることをあなたはど

う思いますかd両校ともに「子供として当然の義

務」・まい習慣と思う」と約8割の人が肯定的であ

る。

　f）子供の教育

　子供の大学進学に対する意向と子供の習い事に

ついて質問した。両校の大きな違いは，付属中学

で「性別に関係なくどうしても大学へやりたい」

が26％であるのは，中山中でわずか3％しかない。

逆に中山中は「男の子はできれば大学へや｝）たい」
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表ユ3子供と父母に対する態度

付　属　中

申　山　申

子供を育てることへの思い

親としてあ

たりまえの
義務である

7ユ．1

71，1

むずかしい

がやりがい

がある

22．3

23．7

子供は将来

纐りになる

1．4

3．8

梱当の犠牲
で’ある

1．4

ユ．4

その他

1．4

0

　子供が老父母の面倒をみることに対する気持

　　　子供として総綴欝よい習悩と
　　　　　　　　　　　　　　わからない　その他と．忍う　　　当然の義務　ないから企1＝は思わない

　　　　　　　方ない
35，7　　　　44．9　　　　　8．6　　　　　3．9　　　　　4．5　　　　　2，4

32．O　　　雀6．2　　　ユO．7　　　　6．1　　　　4．6　　　　0．5

表14　子供の教育
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〔筑波研究学園都市内3中学は1980年度の調査結果〕

が22％（付属中は7％）も占め，（子供の大学教育

には関心がない」と「わからない」がユ3％ずつ占

めていることである。筑波研究学園都市の5中学

校を含めて考えても，付属中と中山中の対照がそ

のまま5中学の中の極値として，際立っている。

　子供の習い事では付属中の学習塾・ピアノ＝バ

イオリン・家庭教師に対して，中山中のソロバン

塾・習字・何もしていないが対照をなしている。

筑波研究学園都市と比べると，竹園東申のピアノ

ニバイオリン38％と学習塾30％が習いごとの中で

はトップを占めており，それに対して筑波西中の

ソロバン塾26％と習字2！％は農村部の習い事の代

表といえる。農村部では習い事の施設も機会も少

ないので何もしていないものが40％台を占めてい

る。

　g）生活様式

　生活様式は耐久消費財の保有状況に反映される。

付属中は応接セット・ルームクーラー・ピアノ・

ジュータンカーペット・パネルヒーターなどの洋

風居住スタイルに必要なものが多いのみならず，

百科辞典・スライドプロジェクター・ステレオ・

本棚。ワープロなど文化・教養財の所有率も申山

中に比べて高い。逆に電子オルガンは中山中で高

く，筑波での調査でも，農村部での普及卒の方が

高かった。竹園東中学校と比べてみると，調査年

に6年の差はあるが，付属中は非常に類似した耐

久財所有卒を示している。

　購入予定耐久財をみると，両校とも乗用車（22

，26％）・ルームクーラー（16．21％）などが高い。

両校の大きな差は付属中で背広ニスーツ・ワープ

ロなどへの欲求が中山申の倍以上であるのに対し，

中山中は扇風機・電子レンジ・カメラなどへの欲

求が付属中の倍以上である。

lV　おわり

　農村部の住民（中山申学校の父兄）の方が都市

部の住民（付属中学校の父兄）よりも緑の総量に

はより満足している。最も好ましいと感ずる風景

と行ってみたいと思う観光地は生活環境の経験の

中から選ばれている。中央ヨーロッパ諸国で一般

的な「森林の中の散歩」は，日本では人気がなく、

森林というものに対するイメージがかなり大きく
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表王5耐久財所有卒

所　　有　　率 購入予定卒
付属中 中山申 竹園東中 付属中 中山中 竹園東中

ベツド 71．9 54．！ 52．O 5．7 8．1 8．1

応接セット 61．7 25．8 61．9 4．5 7．2 10，8

ルームクーラー 57．5 27．8 36．6 15，6 20．6 王5．3

ピアノ 59．9 17．7 57．4 2．4 1．4 3．7

電子才ルガン 2ユ．3 36．4 20，3 O 1．9 1．O

温風暖房器 88．3 73．7 36．6 8，7 7．2 8．3

ジュータン・カーペット 82．9 65．1 88．1 5．4 4．8 4．3

電気洗濯機 98．8 95．7 98．5 6．6 7．7 9．5

電気こたつ 95．5 94．3 93．6 2．7 4．3 4．！

扇風機 96．！ 94．3 87．6 0．5 1．4 4．！

百科辞典 86．5 62．7 67．3 3．6 3，8 7，7

電気冷蔵庫 99、ユ 93，8 98．O 1O．8 12，0 ユO．4

背広・スーツ 97．6 92．3 95．O n．！ 4．8 6．2

テープレコーダー 9！．9 83．7 90．6 1．5 ！、9 2．1

電子レンジ 65．3 44．5 20．3 7．2 16．3 14．3

スライドプロジェクター ユOI8 0．5 30．7 1，5 0 1．4

石油ストーブ 89．5 95．2 78．7 ！．2 2，8 3．1

乗用車 90．1 86．1 75．2 2！．9 25．8 ユ9．5

電気掃除器 97．9 94．7 98，5 5，7 5．7 7．5

ステレオ 82．6 61．2 76．7 9．3 9．6 17．6

本棚 95．2 78．9 95．O 7．2 8，！ 5，8

カメラ 97．6 90．O 96．5 3，3 8．1 9．7

パネルヒーター 24，3 9．6 18．8 1，5 0．5 ！．7

パソコン 28．7 ユ8．2
’

！5．3 9，6 一

ワープロ 10．1 3．3 ’
！6．8 6．7 一

この中に欲しいものはない O O 2．5 7．2 15．3 15．9

〔竹園東中の所有率は1980，購入予定率は1979〕

違っていることに原因がある。好ましい樹木も，

松・桜・杉などそれぞれの生活環境の中から選ば

れている。

　山形盆地ではナンシ∵と同様に「ありのままの

自然が好き」であるが，森林を美しく維持するた

めには「人干を加えるべきである」と考えている

点は，中央ヨーロッパと同じく観念的に自然保護

を噌える傾向の強い都会人（東京）とは対照的で

ある。

　社会環境や教育に対する意識も農村部と都市部

ではかな片）異なっており，付属中の意識は筑波研

究学園都市の新住民の意識に近く，中山中のそれ

は旧住民に近い意識である。

　本研究には文部省科学研究費補助金・一般研究C（代表佐々木博，課題番号6058｝86，里山林野のレクリエー

ション利用形態の研究）を使用した。
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